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■　空調機振れ止め金具　1台分セット

卍(マンジ)ロック　LXセット β（ベータ）

『建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版』 耐震支持　『国土交通省標準仕様書』　対応品

特許取得済特許取得済

セット内容

高さ調節が容易

直角2方向用

×8個入り

交差用

×4個入り

金具をつかむ

挿入

さらに押し込む

独自の仮止め機構

電動工具が使用できます

※締付け工具対辺　17

ボルトカット寸法の微調整不要です

吊ボルトクランプ部分のＲ形状に
より安定した保持力を発揮します。

施工・耐震実験
動画はこちら

★ご注文品番＝M-52DG 型式コード

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止めボルト

入数

4

1

W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8W3/800013

00014

溶融亜鉛
メッキ鋼板

吊ボルトへの仮止め機能１
Point

振れ止めボルトへの仮止め機能２
Point

締付け固定　2 箇所３
Point

バネ式仮止め機能

卍（マンジ）　ロック　L型 
β（ベータ） M-52DF

卍（マンジ）　ロック　X型
M-52C9

振れ止めボルトを
クランプ隙間へ
横から押し込み
仮止め

ボルトを押し込む

耐震支持

ワンタッチ
簡単施工

間配りに便利
部材管理に最適な

セット品
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※

※

商品仕様

卍 （マンジ） ロック　 L 型 β（ベータ）
直角 2 方向用

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
振れ止めボルト

入数

W3/8

W1/2 W1/2

W3/800033

00041

溶融亜鉛
メッキ鋼板

20

注意事項
・電動工具による過度の締付けにご注意ください。
・『卍（マンジ）ロック L型 β』は締込みナット 2箇所とも締付けてご使用ください。1箇所のみの締付けではボルトが固定されません。
・本製品『卍（マンジ）ロック L型 β』にはバネが組み込まれているため、指挟みにご注意ください。
・本製品はそのままご使用いただけます。分解組立は行わないでください。

★ご注文品番＝M-52DF 型式コード※単品ご注文時品番

★ご注文品番＝M-52C9 型式コード※単品ご注文時品番

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止めボルト

短期許容荷重
N(kgf)

入数

40
W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8

980(100)

784(80)W3/800131

00141

溶融亜鉛
メッキ鋼板

※吊ボルトクランプ部をＲ形状にしました。

卍 （マンジ） ロック　 X 型
交差用

型式
W3/8

型式
W1/2

締付トルク 15N・ｍ

締付トルク 15N・ｍ

締付トルク 15N・ｍ

締付トルク 15N・ｍ
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■　空調機振れ止め金具　1台分セット

卍（マンジ）ロック　LXセットγ（ガンマ）

『建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版』 耐震支持　『国土交通省標準仕様書』　対応品

特許出願中

セット内容

高さ調節が容易

直角2方向用

×8個入り

交差用

×4個入り

挿入

電動工具が使用可能

※締付け工具対辺　17

ボルトカット寸法の
微調整不要

★ご注文品番＝M-52DK 型式コード

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止め
ボルト

適合振れ止め
ボルト
角度範囲

入数

4

1

W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8
45°± 15°

W3/800003

00004

溶融亜鉛
メッキ鋼板

吊ボルトへの仮止め機能１
Point

本体に差し込むだけの簡単施工２
Point

締付け固定　2 箇所３
Point

バネ式仮止め機能

間配りに便利
部材管理に最適なセット品

卍(マンジ) ロック L型
γ(ガンマ) M-52DJ

卍(マンジ) ロック X型
M-52C9

45°±15°の範囲で
確実に振れ止め
施工が行えます。

吊り機器

金具をつかむ

側面

振れ止めボルトを

差し込むだけ！

振れ止めボルト

挿入箇所

施工・耐震実験
動画はこちら耐震支持

ワンタッチ
簡単施工
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締付トルク 20N・ｍ

締付トルク 20N・ｍ

締付トルク 15N・ｍ

締付トルク 15N・ｍ

商品仕様

卍 （マンジ） ロック　 L 型 γ( ガンマ )

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
振れ止めボルト

入数

W3/8

W1/2 W1/2

W3/800033

00041

溶融亜鉛
メッキ鋼板

20

注意事項
・電動工具による過度の締付けにご注意ください。
・『卍（マンジ）ロック L型 γ』は締込みナット 2箇所とも締付けてご使用ください。1箇所のみの締付けではボルトが固定されません。
・本製品『卍（マンジ）ロック L型 γ』にはバネが組み込まれているため、指挟みにご注意ください。
・本製品はそのままご使用いただけます。分解組立は行わないでください。

★ご注文品番＝M-52DJ 型式コード※単品ご注文時品番

★ご注文品番＝M-52C9 型式コード※単品ご注文時品番

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止め
ボルト

適合
振れ止めボルト

角度範囲

短期許容荷重
N(kgf)

入数

40

20

W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8

980(100)

784(80)
45°± 15°

W3/800031

00041

溶融亜鉛
メッキ鋼板

卍 （マンジ） ロック　 X 型

型式
W3/8

型式
W1/2

直角 2 方向用

交差用
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LX セットβ施工有り
振れ止め施工無し

250

200

150

100

50

0 50 100 150 200 250 300

LX セットγ施工有り
振れ止め施工無し

＜試験地震波＞

東日本大震災　震度 6 強 （2011年　東北地方太平洋沖地震　K-NET仙台）

＜試験時吊り機器相対変位＞

吊り質量：100kg(W3/8 試験時 )、200kg(W1/2 試験時 )
吊り長さ：775mm(60°)、1000mm(45°)、1500mm(30°)
振れ止めボルト角度：45°±15°の範囲で実施

試験条件

地震波：東北地方太平洋沖地震

吊り機器質量：100 ㎏

吊り長さ：1000mm

振れ止め角度：45°

卍（マンジ）ロックLXセット型式：W3/8

MEMO

耐震試験実施済み

〇 建築設備耐震設計 ・ 施工指針に基づき施工した試験体を 3 軸耐震試験装置にて再現地震波を試験体へ

加振し、 金具の耐震性能を確認しています。

機器の揺れを大幅に抑制

地震時の吊りボルト破断による機器落下リスクを低減します

吊り機器相対変位グラフ

<試験の結果 >
金具に著しい変形や外れはありませんでした。
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振れ止め金具の検討について

X型の効果について 計算例

振れ止め金具は、図 -1 のように地震等の水平力により斜材にかかる引張力（T）が金物の短期許容荷重以下と

なるようにします。

尚、引張力（T）は、カセット型エアコンのように 4 面による支持の場合は、水平力に対し対面上の 2 本の斜材

にて負担する為、1本の斜材にかかる引張力は 1/2 の力が作用すると考えられます。

斜材 1本に作用する引張力（T) は次式より求める。

T＝1/2・F
H
・1/sinθ

 F
H
：設計用水平地震力

 θ：吊ボルトに対する斜材角度

設備機器に対する設計用水平地震力 FH は次式より求める。

F
H
＝K

H
・W(kN)

K
H
：設計用水平震度

W ：設備機器の重量 (kN)

設計用水平震度 K
H
は次式より求める。

K
H
＝Z・K

S

K
S
：設計用標準震度

   （0.4 ～ 2.0 で建物の用途や設置階等により異なる）

Z ：地域係数（0.7 ～ 1.0 で通常 1.0 としてよい）
短期許容荷重：784N（80kgf）

クロス状に斜材を施工する事で地震等による水平力が加わった場合、

1 方の斜材には引張力がかかりもう1 方の斜材には圧縮力による面外

方向への曲げ変形をおこします。

斜材の交点を拘束することで圧縮力を受ける斜材の面外方向への曲

げ変形を抑えることができます。

卍（マンジ）ロックX型は確実に斜材の交点を拘束することができ、

より振れ止め効果を得られます。

設計用水平地震力 F
H

F
H
＝K

H
・W(kN)

＝K
H
(1.0×1.5)×W(0.589)

＝1.5×0.589

≒0.884kN(884N)

T＝1/2・F
H
・1/sinθ

＝1/2×F
H
(884)×1/sinθ(1/sin45)

＝1/2×884×1.414

＝625N(63.8kg)

斜材 1本に対する引張力（T）

卍（マンジ）ロック L型　型式：W3/8 の

短期許容荷重 784N の為

784N＞625N・・・ＯＫ

機器の重量 W：60 ㎏（589N）

設計用標準震度 K
S
：1.5

地域係数：1.0

斜材の角度θ：45°　　の場合

※建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版参照

図 -1

卍（マンジ）ロック L型　型式：W3/8 の場合

卍（マンジ）ロック X型　無 卍（マンジ）ロック X型　有

設備機器
※カセット型エアコン等

設備機器
※カセット型エアコン等

設備機器
※カセット型エアコン等
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■　吊ボルトより1方向（S型）、2方向（W型）の振れ止め施工ができる金具です

卍(マンジ)ロック　S型・W型

『建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版』 B 種耐震支持　対応品

施工・耐震実験
動画はこちら

バネ式仮止め機能

耐震支持

ワンタッチ
施工

1方向用

卍（マンジ）　ロック　S型
M-52DD

2方向用

卍（マンジ）　ロック　W型
M-52DE

１
Point

吊ボルトへの仮止め

金具の矢印刻印部分より

吊ボルトを挿入します。

振れ止めボルトの仮止め２
Point

クランプ隙間部分より振れ止め

ボルトを挿入し仮止めします。

締付け固定　1 箇所３
Point

電動工具で締込み固定完了です。

※締付け工具対辺　17

高さ調節が容易

金具の動きが悪い場合は
クランプを動かしてください

吊り機器や配管、
ケーブルラックの
振れ止めに最適

耐震試験実施済み

＜試験地震波＞

東日本大震災　震度 6 強

（2011 年　東北地方太平洋沖地震　K-NET 仙台）

吊り質量：100kg(W3/8 試験時 )
                      200kg(W1/2 試験時 )
吊り長さ： 1000mm(45°)、1500mm(30°)
振れ止めボルト角度：45°±15°の範囲で実施

S 型試験

W 型試験

S 型 8 個使用

W型 2 個使用

S 型 4 個使用W 型 +S 型複合にて試験

特許取得済特許取得済

特許取得済特許取得済

<試験の結果 >
金具に著しい変形や外れはありませんでした。
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商品仕様

卍 （マンジ） ロック　 S 型
1 方向用

卍 （マンジ） ロック　 W 型
2 方向用

地震等の水平力により斜材にかかる

引張力(T)が金具の短期許容荷重

以下となるようにしてください。

注意事項
・電動工具による過度の締付けにご注意ください。
・本製品『卍（マンジ）ロック S型・W型』にはバネが組み込まれているため、指挟みにご注意ください。
・本製品はそのままご使用いただけます。分解組立は行わないでください。

短期許容荷重

型式：W3/8　784N(80kgf)

型式：W1/2　980N(100kgf)

刻印打刻部分裏面には振れ止め
ボルトを配置しないでください。

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止めボルト

入数

30

50W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8

短期許容荷重
N(kgf)

980(100)

784(80)W3/800031

00041

溶融亜鉛
メッキ鋼板

短期許容荷重

型式：W3/8　784N(80kgf)

型式：W1/2　980N(100kgf)

地震等の水平力により斜材にかかる

引張力(T)が金具の短期許容荷重

以下となるようにしてください。

型式
W3/8

型式
W1/2

刻印打刻部分裏面には振れ止め
ボルトを配置しないでください。

型式 型式コード
表面処理
材質

適合
吊ボルト

適合
振れ止めボルト

短期許容荷重
N(kgf)

入数

50

30

W3/8

W1/2 W1/2 W1/2

W3/8

980(100)

784(80)W3/800031

00041

溶融亜鉛
メッキ鋼板

★ご注文品番＝M-52DD 型式コード

★ご注文品番＝M-52DE 型式コード

型式
W3/8

型式
W1/2
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■　吊ボルトより3方向の振れ止め施工ができる金具です

卍(マンジ)ロック　T型

『建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版』 B 種耐震支持　対応品

締付け
2 箇所

仮止め
機能付き

特許取得済

１
Point

吊ボルトへの仮止め

金具を掴んで開き吊ボルトへ

取付けます。

振れ止めボルトの仮止め２
Point

クランプ隙間部分より振れ止め

ボルトを挿入し仮止めします。

締付け固定　2 箇所３
Point

電動工具で締込み固定完了です。

チャンネルレールや
アングルなどの
振れ止め支持に

金具 1 個で
３方向の

振れ止め支持

耐震試験実施済み

S 型 +W 型複合にて試験

吊ボルトを囲むように
振れ止めボルト固定部
を配置

＜試験地震波＞

東日本大震災　震度 6 強

（2011 年　東北地方太平洋沖地震　K-NET 仙台）

吊り質量：100kg(W3/8 試験時 )
吊り長さ： 1000mm(45°)
       1500mm(30°)
振れ止めボルト角度：45°±15°の範囲で実施

<試験の結果>
金具に著しい変形や外れはありませんでした。

※卍（マンジ）ロック S型は加震時の
    治具ねじれ防止のために設置

Ｔ型+S型複合にて試験
Ｔ型 2個使用
Ｓ型 2個使用

軸方向

軸
直
角
方
向

振れ止めボルト①

振れ止めボルト②

振れ止めボルト③

※締付け工具対辺　17

※推奨締付けトルク　15N ・ m

軸方向①軸方向①

軸方向②軸方向②

軸直角方向軸直角方向高さ調節が容易

施工・耐震実験
動画はこちら

卍（マンジ）　ロック　T型
M-52DH
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商品仕様

型式 型式コード
短期許容荷重

N(kgf)
適合

吊ボルト
適合

振れ止めボルト
表面処理
材質

入数

10W3/8 W3/8
溶融亜鉛
メッキ鋼板

W3/800031 784(80)

★ご注文品番＝M-52DH 型式コード

・地震等の水平力により斜材にかかる引張力(T)が金具の短期許容荷重以下となるように

 してください。

・振れ止めボルトの設置角度は 45°±15°の範囲にしてください。

型式

W3/8

短期許容荷重

型式：W3/8　784N(80kgf)

押え部材曲げ部、ワッシャー部には振れ止めボルトを
配置しないでください。

回り止め形状

吊ボルト
クランプ部

振れ止めボルト
クランプ部

ボルトナット
（対辺 17）

ボルトナット
（対辺 17）

注意事項
・電動工具による過度の締付けにご注意ください。
・ 本製品『卍（マンジ）ロック T型』には
バネが組み込まれているため、指挟みにご注意ください。
・本製品はそのままご使用いただけます。
分解組立は行わないでください。

MEMO

ワッシャー部

押え部材曲げ部
ワッシャー部

押え部材曲げ部

3方向用
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■　天井面より空調機などの室内機の吊支持を行う場合に使用する鋼材製のユニット架台です

室内機用耐震吊架台TM型（ユニカセ）
『建築設備耐震設計・施工指針2014 年版』 耐震支持　対応品

特許出願中

吊ボルト支持材 (D材 )
※最下段のみ

設備取付孔

φｄ

アンカー孔

フレーム接続孔

1200

1100 以下

12
00

95
0
以
下

吊ボルト支持材 (D材 )
※最下段のみ

マルイガセットプレート

10
00

横材

柱材

フレーム
型式

アングル
サイズ

マルイガセット
プレート型式

アンカー
ボルト径

φｄ

6506（A 材 )

5006（B 材 )

5004（C 材 )

6×65

6×50

4×50

M16

M12

M12

22

18

18

L65-165（t6.0)

L50-150（t6.0)

L50-150（t6.0)

部材型式 アングルサイズ 適合吊ボルト径

吊ボルト支持材（D材 ) 4×50 W3/8・W1/2

※設備取付孔は【孔無・11×50 長孔・14×50 長孔】で選択いただけます。

柱材

横材

マルイ
ガセットプレート

六角ボルト

六角ナット

座金

4本

4本

8枚

24 本 (28 本 )

48 個 (56 個 )

48 枚 (56 枚 )

1フレーム部材一覧(A材、B材、C材) D材　部材一覧

※（　）内はフレーム接続がある場合

吊ボルト支持材

六角ボルト

六角ナット

座金

2本

4本

8個

8枚

★ご注文品番＝M-21AB 型式コード

型式
フレーム
組合せ

許容荷重
kN(kgf)

型式コード 合計重量 (kg)適合吊長さH段数

Ｃ1

Ｃ2

Ｂ2

Ｃ3

Ｂ3

Ａ3

1 段

2 段

2 段

3 段

3 段

3 段

1,000

2,000

2,000

3,000

3,000

3,000

1,000 ～ 2,400

2,000 ～ 3,400

2,000 ～ 3,400

3,000 ～ 4,400

3,000 ～ 4,400

3,000 ～ 4,400

49

91

103

133

145

172

0.49

(50)

C+D

C+C+D

B+C+D

C+C+C+D

B+C+C+D

A+B+C+D

00010

00020

00030

00040

00050

00060

※特殊寸法での製作をご希望の場合は最寄りの営業所までお問い合わせください。

商品仕様

室内機用耐震吊架台

TM型（ユニカセ）
M-21AB

規格サイズ品

耐震クラス
S・A・B対応品

梁などを回避した
設置が可能 !!

吊長さ最大4.4ｍ
まで対応 !!

環境対応塗料品
鉛・クロムフリー
（錆止めグレー塗装）
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1100×950 以下

H

1100×950 以下

H

45°
±
15°

1100×950 以下

H

1 段：1ｍ
C1

2 段：2ｍ
C2
B2

3 段：3m
C3
B3
A3

・吊ボルトの吊長さは室内架台の下端から最長 1.4mとしてください。
・吊ボルトの固定部に外径φ30、板厚 3.0 以上の座金を使用し、
ダブルナットで固定してください。

参考指針
建築設備耐震設計・施工指針における実務上のポイント /
建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版 Q＆A集では吊高さが 2ｍ、3ｍなどとなった場合は
「一例として、鋼製吊り架台を設置して実質的吊り元高さを低くする方法がある」
と明記されています。

設備取付孔位置の指定

検討書作成例

必要に応じて耐震検討書の
提出も可能です。

設備取付孔をご指定頂いた場合、
指定位置を中心に 50mmの長孔で加工します。

長孔
W3/8:11×50
W1/2:14×50

長孔 14×50

( 指定 ) ( 指定 )

(指
定
)

(指
定
)

設備取付孔ピッチ ( 指定 )

設
備
取
付
孔
ピ
ッ
チ
(指
定
)

アンカー孔
フレーム接合孔

12
00
(ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
間
)

1200( アンカーボルト間 )

ｂ）

※荷重詳細は、7.応力計算-節点荷重を参照

… ピン

… 荷重点

… 支点

モデル化図

No.X56666-1：2024/06/04
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ｅ） 設計用標準震度及びその他荷重

： 建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）日本建築センター

：

：

： （ 3 階 ; 階 ）

： （ ）

：

設計用標準震度ＫS

ｆ） 本検討書の検討部位

2 . 使用材料

Ｆ＝

3 . 許容応力度 (N/mm
2
) 建築基準法施行令第90条・平成12年建設省告示2464号・平成13年建設省告示1024号

・

4 . 検討結果 検定値 ＜ 1.0 となり問題ありません。 検定値＝σ(部材応力度)/ｆ(許容応力度)

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

＜ ＯＫ

＜ ＯＫ

詳細は6．架台計算を参照して下さい。

5 . その他

地階および１階

；防振支持

235

S10T

18 N/mm2

板厚

鋼材の（長　期）許容応力度

せん断

建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）

fb

1.0

t

記号・基準強度

基準強度

ft

曲げ

●

強度式

取付部コンクリート強度

採用 材 質
fs

Ｓ

全階数

4

4 0.707 1.0

0.67765

0.707

50

1.0

上層階 天井,位置

SS400

曲げ面外引張

あと施工アンカー金属系

鋼ボルト

16

1/163

設置
場所

下記表による

機器設置場所
設備機器の耐震クラス

2.0

1.5

耐震クラスＳ

中間階

無

耐震クラスＡ

屋内

機器設置場所

1.0

0.6

耐震クラスＢ

1.5

なし

Ｃ部材

使　用　材　料 （短　期）

室内機からの力を十分支持できる、天井スラブとする。

鋼ボルト

種　　類

ベースプレート

採用種　別

N/mm
2

SS400

ビッグワン BGタイプ 二重ナット締め

SS400電気亜鉛メッキ

上層階、屋上および搭屋

断面積は有効断面積とする

アンカーボルト

記号・区分

1.0

2.0

準 拠 図 書

耐 震 ク ラ ス

0.4

あと施工アンカー金属系

SS400鋼　材

ボルト ●

地 域 係 数

設計用標準震度

その他荷重条件

とする

●

種　別

●

採用

●

種　　類 種　　類

1.0

耐震架台取付部アンカーボルト

0.61.0

採用

SS400

高力ボルト

山形鋼

SS400 ≦40

耐震架台接合部ボルト室内機耐震架台

●

溝形鋼

4.6

●

●

ガセットプレート SS400SS400

地上3設置階

記号・等級

リブプレート

Ｈ形鋼

●

Ｄ部材

SUS304

L -

L -

L -

Ａ部材

Ｂ部材

L -

50

65

種　　　　　　別

山形

山形

山形

90.5

136.7

6

ボルト

アンカーボルト

136.7

鋼　材

変形角

≦40 157.7

50

6

Ｍ

Ｍ

205

156.7

0.410

78.9

235

1.00.551

fb1

180.8

検定値

1.0

判　定

各許容応力度
は長期の1.5倍156.7

ボルト、あと施工アンカー金属系の耐力は検討書内にて計算する。

Ｆ

接合部①

取付部①

10

50

50

0.656

　本検討書は室内機からの力に対して、天井スラブの安全性の検討は行っていないため、
別途確認が必要となります。

1.0

山形

50

No.X56666-1：2024/06/04
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6 . 架台計算

6 . 1 概略図

, 鋼材ボルト穴径 隅肉溶接のサイズ 単位(mm)

, Ａx,Ａy,Ａz ; × × ｔ 4 5 6 7 8 9 10 11 12

, Ｂx,Ｂy,Ｂz ; × × ｓ 3 4 5 5 6 7 8 8 9

Ｃx,Ｃy,Ｃz ; × ×

Ｄ ; × ×

6

あと施工アンカー金属系取付位置

山形 L - 50 50 4

山形 50 50 4L -

ボルト径＋２ｍｍ

ボルト径＋２ｍｍ

室内機取付位置

鋼ボルト

部材の接合位置

ボルト径＋１ｍｍ

高力ボルト

山形

部材リスト

山形 L - 65 65

L - 50 50 6 サイズ

アンカーボルト

板 厚

Ｘ

Ｙ

a-a'伏図

Ｘ

Ｚ

正面図 側面図

b-b'伏図

c-c'伏図
Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

d-d'伏図

No.X56666-1：2024/06/04
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No.

工事名

宛先名

※　採用に際しては、設計者・工事監理者・施工管理者が本検討書の検討条件・検討内容・検討

　　結果について、ご確認及びご承認をお願い致します。

※　本検討書は、弊社（丸井産業株式会社）の管理のもとで製作及び納入された製品を対象とし

　　ておりますので、弊社にて製作、納入を行わない場合での本検討書の転用を禁止とします。

X56666 - 1

丸井産業株式会社 一級建築士事務所

(MRT)

承認

2024 年 6 月 4 日

（　架台3ｍ×吊ボルト1.4ｍ　）

（　Ｋｓ＝2.0 ）

〇〇新築工事

株式会社 〇〇

室内機架台耐震支持検討書

作成 営業担当

福迫 森田 -

検討書は
建築設備耐震設計・
施工指針　2014 年版
（日本建築センター）に
準拠しています。

納入形態

オプション部材 L

W3/8・W1/2

卍（マンジ）ロックβ

卍（マンジ）ロックγ

L=1m・1.5m・2m W3/8・W1/2

全ネジボルト座金
六角ナット

卍（マンジ）ロック LXセット ビッグワン BG

室内機架台依頼シート

依頼シートについては、
最寄りの営業所まで
お問い合わせください。

室内機用耐震吊架台TM型
「ユニカセ」依頼シート

- -

×

見積架台台数

＋ ｍ ＝ ｍ × ヶ所

オプション要否チェック

全ﾈｼﾞ取付金物【卍ﾛｯｸ(M-52DG)】

吊ﾎﾞﾙﾄ 【全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ(M-23B1)】
※ 付属品：ナットｘ32・座金ｘ16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 【ﾋﾞｯｸﾞﾜﾝBG(M-51PB)】

設備ボルト位置指定図（伏図） 架台形状図（軸組図）

１段 ２段 ３段

( ) ～ ( ) 階

( ) ～ ( ) 階

( ) ～ ( ) 階

ver.1.21c

設備ボルト径 W3/8

2.0 1.5 1.0

1.5 1.0

上層階・塔屋

中間階

4吊長さ

設備機器の設計用標準震度（Ｋｓ）

耐震クラス

Ｓ Ａ Ｂ

1

地階

設置場所

4

0.6

0.6 0.4

700

3段（3.0ｍ）

1200(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間)

1
2
0
0
(
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
間
)

現場住所

御担当者様 御連絡先 000〇〇

〇〇〇〇 室名・系統名

耐震クラス

全ネジ 1.200 4.200

指定あり

備 考

全 階 数

設備ボルト間隔

※設備取付位置が架台中心でない場合は、「設備ボルト位置」の緑色の数値を変更してください。

mm mm700 800設備取付孔

〇〇

0000 0000

＠300 mm

階地上 5 地下 2 地上 5

A 設計用標準震度 リブ間隔

階 ,

デッキ取付位置1.5

階 設 置 階

JOB № 工 事 名

記 入 日 20 25 年 月〇

20 25 年 〇 月希望納品日

0000000 〇〇〇〇新築工事

〇 日

〇 日

2
0
0

2
0
0

8
0
0

250 250

5

地下2地下1

3

1.0

1.2m×1.2m

3
.0
m

0
〜

1
.
4
m

吊
長

さ

1.2m×1.2m

2
.
0
m

0
〜

1
.
4
m

吊
長

さ

1.2m×1.2m

1
.
0
m

0～
1
.
4m吊

長
さ

吊ﾎﾞﾙﾄ・取付金物

※設備取付孔をご指定いただいた場合、
指定位置を中心に50mmの長孔で加工します。

長孔(50mm)

長孔(50mm)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

※デッキに取り付ける際は必ず山部に取り付けてください。

※全ネジボルトの吊長さは架台下端から最長 1.4ｍです。

お客様情報入力1
建物条件、設置条件入力2
耐震クラス入力　S・A・B3
必要段数、必要箇所数入力4
オプション部材の要否入力
卍（マンジ）ロック LXセット・
全ネジボルト・ビッグワン BG

5

設備取付孔位置の指定入力
（孔加工有の場合）
6



耐震支持関連資料

13

吊り軽量機器の耐震支持関連資料〇

配管等 （配管 ・ダクト ・ 電気配線 ・ケーブルラック） の耐震対策関連資料〇

1.1　本指針の適用範囲

（1） 軽量機器の扱い

（2） 吊り軽量機器の耐震支持

　最近は、 天井面や天井裏に設けられる軽量の機器類が増加しており、 地震被害例も見られる。 本指針では軽量機器の耐

震支持方法を設備機器の製造者が指定することを想定しており、 ファンコイルなど 1kN 以下の軽量な機器の耐震支持の詳細

は、 軽量であることを考慮し、 「設備機器の製造者の指定する方法で確実に行えば良いものとする」 としている。 しかし、 多

くの設備機器の製造者は軽量な機器の耐震支持方法を示していないことが多く、 適切な耐震支持がほとんど行われていない

のが現状である。 解説 1.3 （2） の参考文献①において、 重量 10 ～ 30kgf(0.1 ～ 0.3kN) 未満、 30 ～ 100kgf(0.3 ～ 1.0kN)

の軽量機器に対しての 「天吊り機器類の落下防止対処を図る耐震支持」 が提案されている。

（中略）
　　吊りボルトで耐震支持する場合には、 自重支持用吊りボルト 4 本で構成される 4 面にそれぞれ 2 本の斜材で X 形とする。

合計 8 本の斜材が必要。 この時、 自重支持吊りボルトに斜材を取付ける角度は 45 度 ±15 度とし、 自重支持吊りボルトに緊

結する位置は上部のインサートと下部の機器支持部との合計長さを 25ｃｍ以内とする。 斜材は、 自重支持用吊りボルトと同等

以上の強度の金属材 （鉄筋、 全ネジボルトなど） を用いる。 また、 自重支持ボルトと斜材とを緊結する部材は締め付け具を

用い、 クリップなどは使用しない。

[ 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版より抜粋 ]

[ 建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版より抜粋 ]

建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版Ｑ＆Ａ集

「建築設備耐震設計・施工指針における実務上のポイント」より抜粋

6.2.2　耐震支持の種類と適用

①　耐震支持の種類は次に示すＳ
Ａ
種、Ａ種、Ｂ種の 3 種類とする。

②　Ｓ
Ａ
、Ａ種耐震支持は、 地震時に支持材に作用する引張り力、 圧縮力、 曲げモーメントにそれぞれ対応した部材を選定し

　　 て構成されているものである。

③　Ｂ種耐震支持は、 地震力により支持材に作用する圧縮力を配管等の重量による引張り力と相殺させることにより、 吊り材、

     振止め斜材が引張り材 （鉄筋、 フラットバーなど ) のみで構成されているものである。

④　耐震支持の適用は指針表 6.2-1 による。

⑤　建築物の時刻歴応答解析が行われている場合で、 配管等に作用する地震力が小さいときは、 指針表 6.2-1 の耐震支持

     の適用によらず、 地震力に応じた耐震支持方法の選定を行うことができる。

③
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設置場所
配管

設置間隔 種類
ダクト

電気配管
（金属管 ・ 金属ダクト ・
バスダクトなど）

ケーブルラック

耐震クラスＡ・Ｂ対応

耐震クラスＳ対応

上層階、
屋上、
塔屋

中間階

地階、
1 階

上層階、
屋上、
塔屋

中間階

地階、
1 階

配管の標準支
持間隔 （解表
6.2-1 参照）
の 3 倍以内
（ただし、 銅管
の場合には
4 倍以内） に
1 箇所設けるも
のとする

配管の標準支
持間隔 （解表
6.2-1 参照）
の 3 倍以内
（ただし、 銅管
の場合には
4 倍以内） に
1 箇所設けるも
のとする

Ａ種

Ａ種

Ａ種

125Ａ以上は
Ａ種、
125Ａ未満は
Ｂ種

ダクトの支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所Ａ種
を設ける

ダクトの支持間隔 12ｍ
以内に 1 箇所Ａ種を
設ける

ダクトの支持間隔 12ｍ
以内に 1 箇所 S

Ａ
種を

設ける

電気配線の支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所
S

Ａ
種を設ける

ケーブルラックの支持
間隔 6ｍ以内に 1 箇
所 S

Ａ
種を設ける

電気配線の支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所Ａ種
を設ける

電気配線の支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所Ａ
種を設ける

ケーブルラックの支持
間隔 8ｍ以内に 1 箇
所Ａ種を設ける

電気配線の支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所Ａ種
またはＢ種を設ける

ケーブルラックの支持
間隔 8ｍ以内に 1 箇所
Ａ種またはＢ種を設ける

ケーブルラックの支持
間隔 12ｍ以内に
1 箇所Ａ種またはＢ種
を設ける

ダクトの支持間隔
12ｍ以内に 1 箇所Ａ種
またはＢ種を設ける

Ｓ
Ａ
種

Ｓ
Ａ
種

ただし、 以下のいずれかに該当する場合は上記の適用を除外する。

（ⅰ） 40Ａ以下の配管 （銅管
        の場合には 20Ａ以下の
        配管）。 ただし、 適切な
        耐震措置を行うこと。
（ⅱ） 吊り長さが平均 20ｃｍ
　      以下の配管

（ⅰ） 周長 1.0ｍ以下
　　    のダクト
（ⅱ） 吊り長さが平均
     　 20ｃｍ以下の
　　    ダクト

（ⅰ）φ82 以下の単独
　     金属管
（ⅱ） 周長 80ｃｍ以下
        の電気配線
（ⅲ） 定格電流 600Ａ
        以下のバスダクト
（ⅳ） 吊り長さが平均
        20ｃｍ以下の
        電気配線
（指針図 6.2-1 参照）

（ⅰ） ケーブルラック
        の支持間隔につ
        いては、 別途間
        隔を定めること
        ができる。※4

（ⅱ） 幅 400ｍｍ未満
        のもの
（ⅲ） 吊り長さが平均
        20ｃｍ以下の
        ケーブルラック
（指針図 6.2-1 参照）

本表の 「耐震クラス」 とは、 指針表 2.2-1、 あるいは、 指針表 2.3-4 で選定する耐震クラスのことである。
耐震支持の適用に際し、 吊り長さが平均 20ｃｍであっても、 吊り長さが異なる場合、 吊り長さの短い部分に地震力が
集中するため、 適宜、 耐震支持を設ける必要がある。
耐震支持の適用に際し、 配管、 ダクト、 電気配線、 ケーブルラックの末端付近では、 耐震クラスによらず、 耐震支
持を設けることを原則とする。
ケーブルラックの中央部変形が少なく、 子桁端部の許容応力度が充分あるなど、 上記の支持間隔を広げても支障な
いことが製造者により確認された製品を使用する場合は、 その製品の性能によって、 最大値を 12ｍとして支持間隔を
定めることができる。

※1

※2

※3

※4

指針表6.2-1　耐震支持の適用

【解説】

6.1　配管等の耐震措置に関する基本事項

6.1.2　具体的な方法

（2） 耐震支持の例
解表6.2-2 （ｃ） 配管の耐震支持方法の種類

[ 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版より抜粋 ]

[ 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版より抜粋 ]

[ 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版より抜粋 ]

[ 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 2014 年版より抜粋 ]

（中略）

横引き配管等については、 支持材に加わる水平荷重としてＡ種は耐震支持材間の配管重量の 0.6 倍、Ｓ
Ａ
種耐震支持材部材は 1.0 倍として

支持部材の選定を行う。Ｂ種耐震支持は、 自重支持吊り材と同程度以上の斜材により支持することとしている

　解表 6.2-2 （a) ～ (c) に配管の耐震支持の例を示す。 ダクト、電気配線、ケーブルラッ

クなどは、 これに準ずるものとする。 ここで、 解図 6.2-3 は地震時に首振り状態となる

可能性があるので、 配管の耐震支持材とはみなせない。 しかし、 東北地方太平洋沖

地震において首振り状態となり支持用全ネジボルトが破断したものは、 100Ａ以上の配

管であった。 これを踏まえて、 50Ａ以下の配管をＢ種耐震支持する場合に限り、 解図

6.2-3 の支持方法を耐震支持として用いることができる。

　横引き電気配線用耐震支持部材については、 自重支持ならびにＢ種耐震支持の例を

付表 3.1 に、 組立要領図を付表 3.2 に示す。 またＡ種ならびに S
A

種耐震支持部材の

選定については、 配管に準じればよい。

Ｂ
種
耐
震
支
持
の
例

分類 耐震支持方法の概念 部材選定 備考

梁や上面スラ

ブより吊り下

げる方法

同上

吊り材、 梁材とも
に配管 （内容物を
含む） の重量によ
り生ずる応力度が
長期許容応力度以
内となるように余裕
をもって決定する。
また、 斜材は吊り
材と同程度以上の
部材とする。

自重支持用の吊り材と同程度
以上の斜材を設けて、 軸直角
方向の振れを防止する。
斜材は振れ止めとして、 ガタを
生じない程度に締め、 締めす
ぎにより、 配管等の重量を負
担することのないように注意す
る。 ここに示すものは、 複数
本の配管を支持する場合の一
例である。

ここに示すものは 1 本の配管を
支持する場合の一例である。
考え方は上記と同様である。
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